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（４月～５月の学校行事から） 

　新年度もスタートし、４月６日（金）には９５名の新入生を
迎えた。本校でこれから始まる新しい生活への期待と不
安の入り交じった中、初々しくも、頼もしい表情を見せて
の入学式であった。学校長からの全員に対する入学許可
の後、新入生を代表して１年A組の秩父幸恵さん（生保
内中）が、３年間あらゆる場面で頑張っていきたい、と力強
く誓いの言葉を述べた。翌週９日（月）には対面式が行われ、
２・３年生から本校での様々な活動を紹介され、新しい生
活のイメージをつかんでいた。生徒会長の佐藤果こさん（西
明寺中）から歓迎の言葉があり、続いて１年B組の佐藤瑞
穂さん（阿仁中）が、先輩たちに対してこれからよろしくお
願いします、と挨拶があった。その後、吹奏楽部の歓迎演
奏が行われ、１年生にとっては本校での新生活のスタート
をきる有意義な時間となった。 

　ゴールデンウィーク直前の４月２７日（金）、新年度最初の全校での大きな行事となる運動会が行われた。１年生
にとっては初めての学校行事となり、入学以来続いていた緊張感から解放され、２・３年生に負けないように全力
で頑張る姿が目立った。今にも泣き出しそうな雲り空の下であったが、雨も寄せ付けないような本校生の元気あふ

れる歓声がグランドに響き渡った。 
　ゴールデンウィークも終わりの５月５日（土）、秋田市の
県立体育館では第３４回秋田マーチングフェスティバル
秋田大会が行われ、吹奏楽部が出場した。全員一丸と
なった息のあった迫力満点の演奏で、見事優秀賞を獲
得した。８日（火）には本校中庭で本番の演奏を再現し、
全校生徒から喝采を受けた。 
　５月１１日～１３日に行われた県南総体では各部の健
闘が目立った。駒草精神を発揮し、最後まであきらめな
い粘り強さが好成績の原動力となった。この後行われる
全県総体への期待が大いにふくらむ。 


